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資料 処理場－１９４－１（改訂1） 

 

令和３年３月１８日 

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

原子力科学研究所バックエンド技術部 

 

処理場設工認申請（その８）に係るコメント回答（R03.3.3） 

 

＜回答＞ 

  放射性廃棄物処理場における原子炉施設は全１４施設であり、全ての施設につい

て最新の建築基準法等に基づき、耐震評価を実施している。耐震評価において、保

有水平耐力及び許容応力度等について評価し、各施設の構造健全性について確認し

ている。 

  評価の結果を整理したものを表に示す。また、参考資料として、各施設の評価結

果の抜粋を示す。 

 

 

処理場設工認その８の対象施設は 3施設であり、それ以外の施設は対象外となっ

ている。対象外となった理由については耐震診断で耐震補強が必要としないとして

いるが、ヒアリングにおいてエビデンス資料等を用いて説明すること。 
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表 放射性廃棄物処理場 耐震評価結果 

施設 
耐震評価 

実施年度 

耐震 

重要度分類 

評価結果 
設工認申請 参考資料該当ページ 

保有水平耐力 許容応力度 

第１廃棄物処理棟 平成 27年度 C ○ 一部× その２ P.4 

第２廃棄物処理棟 平成 27年度 C（セル B） 一部× 一部× その２ P.6～P.8 

第３廃棄物処理棟 平成 28年度 C ○ 一部× その８ P.10 

減容処理棟 平成 28年度 C ○ 一部× その８ P.12、P.13 

解体分別保管棟 平成 28年度 C ○ 一部× その８ P.15 

保管廃棄施設・L 
平成 27年度 C ○ ○ 不要 

P.17(L①)、P.18(L②) 

P.19(L③)、P.20(L④) 

排水貯留ポンド 
平成 28年度 C ○ ○ 不要 

P.22(P①、P②)、P.23(P③) 

P.24(P④)、P.25(P⑤、P⑥) 

保管廃棄施設・M-1 

平成 27年度 C ○ ○ 不要 

P.27(M-1①)、P.28(M-1②) 

P.29(M-1③)、P.30(M-1④) 

P.31(M-1⑤) 

保管廃棄施設・M-2 
平成 27年度 B ○ ○ 不要 

P.34(M-2①)、P.35(M-2②) 

P.36(M-2③) 

特定廃棄物の保管廃棄施設

（照射試料用） 
平成 27年度 B ○ ○ 不要 P.37、P.38 

特定廃棄物の保管廃棄施設

（インパイルループ用） 
平成 27年度 B ○ ○ 不要 P.39、P.41 

保管廃棄施設・NL 平成 27年度 C ○ ○ 不要 P.43 

廃棄物保管棟・Ⅰ 平成 29年度 C ○ ○ 不要 P.45、P.46 

廃棄物保管棟・Ⅱ 平成 27年度 C × 一部× その５ P.48 

固体廃棄物一時保管棟 平成 29年度 C ○ ○ 不要 P.50～P.52 



参考資料 
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【第１廃棄物処理棟】 
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杭基礎の保有水平耐力計算は官庁

建物の新設設計時特有の設計方法

であるため、対策は不要と判断 
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【第２廃棄物処理棟】
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杭基礎の保有水平耐力計算は官庁

建物の新設設計時特有の設計方法

であるため、対策は不要と判断 

第２廃棄物処理棟は耐震Ｃクラス建家であるが、耐震Ｂクラス設備（セル）を内包する建家である

ことから、耐震改修設計における許容応力度評価は、セルや波及影響が考えられる範囲（鉄骨屋根、

セル周囲上部構造）はＢクラスとしている。また、保有水平耐力についても、耐震重要度に応じた妥

当な安全余裕を有する設計（上部構造物は耐震Ｂクラス相当を満足）としている。 
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※ 

※：排気筒については、別途耐震診断を実施し、耐震 Cクラスを満足していることを確認して

いる。（次頁以降に、排気塔の結果を示す。） 

※ 
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【第３廃棄物処理棟】 
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杭基礎の保有水平耐力計算は官庁

建物の新設設計時特有の設計方法

であるため、対策は不要と判断 
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【減容処理棟】 
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【解体分別保管棟】 
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杭基礎の保有水平耐力計算は官庁

建物の新設設計時特有の設計方法

であるため、対策は不要と判断 
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【保管廃棄施設・Ｌ】 
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Ma：許容曲げ応力 

M：曲げモーメント 

許容応力度 

L① 
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Ma：許容曲げ応力 

M：曲げモーメント 

許容応力度 

L② 
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Mu：曲げ終局耐力 

M：曲げモーメント 

ｋ：保有耐力検討用地震力（350gal） 

（極めて稀に起こる可能性がある地震） 

L③ 
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Mu：曲げ終局耐力 

M：曲げモーメント 
L④ 
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【排水貯留ポンド】 
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Ma：許容曲げ応力 

M：曲げモーメント 

許容応力度 

許容応力度 

P① 

P② 
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Mu：曲げ終局耐力 

M：曲げモーメント 
P③ 
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Mu：曲げ終局耐力 

M：曲げモーメント 

＝M 

P④ 
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Mu：曲げ終局耐力 

M：曲げモーメント 

Mu：曲げ終局耐力 

M：曲げモーメント 

P⑤ 

P⑥ 
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【保管廃棄施設・Ｍ－１】 
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許容応力度 

Ma：許容曲げ応力 

M：曲げモーメント 

M-1① 
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許容応力度 

Ma：許容曲げ応力 

M：曲げモーメント 

M-1② 
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Mu：曲げ終局耐力 

M：曲げモーメント 

最も低いところでも、2.9 倍の余裕がある 

極めて稀に起こり得る地震力＝350gal 

M-1③ 



参考資料 
 

30 

 

 
 

 

 

Mu：曲げ終局耐力 

M：曲げモーメント 

最も低いところでも、4.25 倍の余裕がある 

M-1④ 
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Mu：曲げ終局耐力 

M：曲げモーメント 

最も低いところでも、3.99 倍の余裕がある 

M-1⑤ 
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【保管廃棄施設・Ｍ－２】 
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許容応力度 

=Ma 
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Ma 

M-2① 
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許容応力度 

=Ma 

Ma 

M-2② 
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Mu：曲げ終局耐力 

M：曲げモーメント 

k=極めて稀に発生する地震力（350gal） 

M-2③ 
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【特定廃棄物の保管廃棄施設（照射試料用）】 

 

 

 

保有水平耐力の計算結果 

判定基準：Qu/αQun≧1.25（耐震 Bクラス） 
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【特定廃棄物の保管廃棄施設（インパイルループ用）】 

 

 

 

保有水平耐力の計算結果 

判定基準：Qu/αQun≧1.25（耐震 Bクラス） 
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【保管廃棄施設・ＮＬ】 
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【廃棄物保管棟・Ⅰ】 
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保有水平耐力の計算結果 

判定基準：Qu/αQun≧1.00（耐震 Cクラス） 
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【廃棄物保管棟・Ⅱ】 

 

 

 



参考資料 
 

48 

 

 

 

杭基礎の保有水平耐力計算は官庁

建物の新設設計時特有の設計方法

であるため、対策は不要と判断 
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【固体廃棄物一時保管棟】 
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保有水平耐力の計算結果 

判定基準：Qu/αQun≧1.00（耐震 Cクラス） 
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次頁参照 
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判定基準：M/Ma≦1.00、Q/Qa≦1.00 


